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厚い城壁と古くて美しい石畳の道が残るケ
ベックは、17世紀初めにフランス人入植者が
築いた北米唯一の城塞都市。いまも市民の
約95パーセントはフランス語を話す。北米に
ありながらフランス中世都市の風情を色濃く
漂わせている異色の街だ。
ケベックの地名は「狭い水路」を意味する先住
民の言葉に由来するといわれ、近くをセント・
ローレンス川が悠々と流れている。冬には川
に流氷が流れ着いて、フェリーは氷をかき分け
ながら往来する。大自然の懐に抱かれたカナ
ダならではの冬の情景と「北米のフランス」の
しっとりとした街並みの調和が、鮮やかなワン
シーンを生み出していた。

表紙のことば
流氷とケベック旧市街の街並み
（カナダ）
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RPA

働き方改革に
欠かせないRPA

多くの企業で取り組みが進む「働き方
改革」では、従業員を疲弊させない業務
効率の向上や長時間労働の軽減などを目
的とした解決策が求められています。

こうした課題への切り札として注目され
ているのがRPAです。

RPAは、人がPCで行う定型的な繰り
返し作業をソフトウェアロボットに代行させ
る技術です。ロボットは24時間働くことが
でき、一度記録した作業を正確に再現す
るため、人的ミスの防止や業務品質の向
上にも役立ちます。従業員を疲弊させるこ
となく労働生産性を向上させ、そこで生ま

れた時間を、より創造性が求められる業
務や意思決定に充てることで、働きがいの
ある職場環境を創出し、経営改善にもつ
ながる効果を持っているのです。

ある市場調査会社によれば、従業員
1,000名以上の企業の約3割が、すでに
RPAを活用しており、PoC※2も含めると
7割以上が何らかの形でRPAの導入検
討を進めています。しかし、PoCで効果を
検証した企業でも「どのような業務に適用
すればよいか」「単独部門から全社活用
を図るにはどうしたらよいか」といった悩み
を抱えているといいます。

RPAでは非効率な業務をそのまま自動
化しても効果は出にくいため、まずは部門
内の業務を可視化（棚卸し）し、効果が

イラルアップに挑んでいます。
なかでも「Work」では、業務効率化の

実現手段のひとつとしてRPAを積極活
用。従業員の作業負荷を減らし、創出し
た時間で、より創造性の高い仕事に取り
組む“ルーティンからクリエイティブへの変
革”をめざしています（図1）。

■「業務改善」の視点/

適用により効果が出やすい業務例

日立はRPAの導入に先立ち、現場の
業務を可視化して、「業務の棚卸し」を実
施しています。そもそも行わなくてもよい
業務、統合すればよい業務などを抽出し
たうえで、やるべき業務を標準化し、その
中からRPAで効果が出やすい業務の優
先度を検討・適用しています。

この方法論を踏まえた実例となるのが、
日立グループの人事・総務シェアードサービ

ス会社である株式会社日立マネジメント
パートナーが2016年から開始した「人事・
総務業務の定型作業自動化」プロジェクト
です。

同社は委託元の企業が200社を超えた
時点で現場の負荷が急増したため、トップ
ダウンでの自動化検討プロジェクトを発足
させました。そして日立グループ約25万人
に提供中の人事・総務業務の定型作業か
ら、データ量、対応の容易性、投資効果を
評価して約500業務の自動化対象を選定。
複数システムからデータを抽出・変換・加
工し、データウェアハウスへ渡すETL※3技
術とRPAツールを組み合わせ、業務品質
を担保しながら労働時間を月9,000時間※4

削減することに成功したのです。
※3 Extract（抽出）/Transform（変換）/Load（格納）

※4 2016年度比2018年度見通し

■「推進体制・実装」の視点/

企業全体での導入方法

一般的なRPAツールは、プログラミング
レスで容易にロボット開発が行えます。そ
のためユーザー部門がコンプライアンスや
セキュリティ対策などを考慮せず、独自に
ロボットを量産していくと、使われなくなった
まま放置されたり、管理者不在となり勝手
に動作したりするロボットが出てくるなど、
誰にも管理されない“野良ロボット”対策
が必要になります。

そこで日立では、ガイドラインの開示に
よるガバナンス推進とともに、全社のRPA
の集中管理が可能な共通プラットフォー
ムを整備しています。日立グループの各

業務部門は、このプラットフォームにある自
部門の専用環境でロボットの開発・運用を
行っており、業務の効率化を実現していま
す。また、RPA導入リードタイムの短縮や、
適用範囲の拡大をねらいとして共通ナレッ
ジの共有化も進めており、さらなる効果拡
大をめざしています。

日立グループでは、社内での経験で
培ったノウハウを、外販事業に展開してお
り、株式会社 日立コンサルティングが提供
する「RPA活用コンサルティング」にて、製
造業などのお客さまに対しRPA全社導入
に先立つ部門業務の見直しやガバナンス
策定を支援しています。また、金融機関
のお客さまに対しては、RPAの適用効果
を最大化するための業務設計ならびに実
装を支援しているほか、全社集中管理型
RPA環境の基盤構築や、大規模なロボッ
ト実装の開発作業を支援しています。

日立グループでは、お客さまのRPA導
入において、適用業務の選定や業務設
計、全社導入計画の策定といった上流工
程から、環境構築やロボット開発、本番環
境への移行などの実装工程、さらには、ロ
ボットの安定稼働維持といった運用面ま
で、ワンストップでサポートしています。

■「自動化領域の拡大」の視点/

RPAの適用範囲を拡大する技術

日立では、定型作業の置き換えを中心
とした現状のRPA活用に加え、人の判断
もともなう非定型作業までの自動化をめざ
し、技術開発を進めています。その一例と
なるのが、日立の研究開発部門が開発

した技術を活用し、株式会社 日立情報
通信エンジニアリングが開発、製品化した

「AI活用帳票入力ソフトウェア」です。
これは、さまざまな様式の証票から

AI-OCRで文字情報を読み取りながら、こ
れまで人が申請者の入力情報と照合して
承認の判断を行っていた工程を段階的に
自動化する技術です。本技術では様式
の異なる複数の証票からも、必要とされる
文字情報を読み取り、人の判断が必要
だった照合をAI※5で行えるようにします。

判断できずに人による照合に回された
証票もAIの学習材料となり、確信度合いを
高め自動化率を向上することができます。
このソフトウェアで利用している技術を
日立グループの出納業務における請求書
のデータ化・照合処理で試験運用した結
果、約70%の承認自動化を実現しました

（図２）。
※5 Artificial Intelligence

デジタル技術の活用で、
さらなる生産性向上を支援

RPAは生産性向上やコスト削減、人手
不足の解消など、企業にさまざまなメリット
をもたらします。働き方改革をサポートする
良きパートナーとして、従業員の満足度を
高め、より多様な人財が働き続けられる魅
力的な職場環境の整備にも貢献します。

これからも日立は、RPAの活用を自ら実
践しながら技術とノウハウを蓄積し、お客さ
ま向けのソリューションやサービスの品ぞろ
えを強化していきます。

また、AIなどを活用した技術開発を推
進し、認識や判断など知的な処理を必要
とする業務の自動化に対してもRPAの適
用領域を広げていくことで、さらなる業務の
効率向上と生産性向上に取り組んでいき
ます。

出やすい業務からスタートすることが肝要
です。一方、一度作成したロボットは業務
手順の変更や、対象アプリケーションの変
更に応じて、継続的にメンテナンスする必
要があります。また、部門独自の判断で開
発・運用を続けると、企業が設定している
セキュリティレベルやガバナンスから外れ
てしまい、“野良ロボット”となる危険性もあ
ります。このため全社展開の際にはRPA
の統制を行い、集中管理型の導入も検討
する必要があります。

つまり、RPAを本格活用していく際に
は、人がやるべき業務とRPAに適した業
務を区分けする「業務改善」、企業全体
で活用していくための「推進体制・実装」、
適用範囲を広げていく「自動化領域の拡

クリエイティブワーク
への変革を促す
RPA
ソフトウェアロボットを活用して業務を自動化するRPA※1に注目が集まっています。働き方改革や人手不
足への対応策として、日本でも多くの企業がRPAの導入検討を進めていますが、本格的な活用を成功さ
せるには、押さえるべきポイントがいくつかあります。日立は、RPAを先行的に導入してきた経験とノウハ
ウを活かし、適切なRPA活用を支援する多岐にわたるサービスとソリューションを提供しています。
※1 Robotic Process Automation 大」といった視点を持った取り組みが求め

られています。
日立は、早くから国内でもRPAを導入し

てきた経験とノウハウを活かし、活用を成
功に導く方法論や、自社とお客さま企業へ
の導入実績を活かしたソリューション、
サービスを提供しています。
※2 Proof of Concept

RPAに対する
日立の取り組み

日立のRPA活用は、働き方改革の一
環として行われてきました。日立は働き方
改革に「Work」「Life」「Healthcare」

「Innovation」という観点で取り組んでお
り、それぞれでPDCAを回すことで、高い
モチベーションを持って働く「イキイキ社
員」を創出し、「生産性」を高めていくスパ

All Rights Reserved,Copyright ©2019,Hitachi,Ltd.
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※5 Artificial Intelligence

デジタル技術の活用で、
さらなる生産性向上を支援

RPAは生産性向上やコスト削減、人手
不足の解消など、企業にさまざまなメリット
をもたらします。働き方改革をサポートする
良きパートナーとして、従業員の満足度を
高め、より多様な人財が働き続けられる魅
力的な職場環境の整備にも貢献します。

これからも日立は、RPAの活用を自ら実
践しながら技術とノウハウを蓄積し、お客さ
ま向けのソリューションやサービスの品ぞろ
えを強化していきます。

また、AIなどを活用した技術開発を推
進し、認識や判断など知的な処理を必要
とする業務の自動化に対してもRPAの適
用領域を広げていくことで、さらなる業務の
効率向上と生産性向上に取り組んでいき
ます。

出やすい業務からスタートすることが肝要
です。一方、一度作成したロボットは業務
手順の変更や、対象アプリケーションの変
更に応じて、継続的にメンテナンスする必
要があります。また、部門独自の判断で開
発・運用を続けると、企業が設定している
セキュリティレベルやガバナンスから外れ
てしまい、“野良ロボット”となる危険性もあ
ります。このため全社展開の際にはRPA
の統制を行い、集中管理型の導入も検討
する必要があります。

つまり、RPAを本格活用していく際に
は、人がやるべき業務とRPAに適した業
務を区分けする「業務改善」、企業全体
で活用していくための「推進体制・実装」、
適用範囲を広げていく「自動化領域の拡

クリエイティブワーク
への変革を促す
RPA
ソフトウェアロボットを活用して業務を自動化するRPA※1に注目が集まっています。働き方改革や人手不
足への対応策として、日本でも多くの企業がRPAの導入検討を進めていますが、本格的な活用を成功さ
せるには、押さえるべきポイントがいくつかあります。日立は、RPAを先行的に導入してきた経験とノウハ
ウを活かし、適切なRPA活用を支援する多岐にわたるサービスとソリューションを提供しています。
※1 Robotic Process Automation 大」といった視点を持った取り組みが求め

られています。
日立は、早くから国内でもRPAを導入し

てきた経験とノウハウを活かし、活用を成
功に導く方法論や、自社とお客さま企業へ
の導入実績を活かしたソリューション、
サービスを提供しています。
※2 Proof of Concept

RPAに対する
日立の取り組み

日立のRPA活用は、働き方改革の一
環として行われてきました。日立は働き方
改革に「Work」「Life」「Healthcare」

「Innovation」という観点で取り組んでお
り、それぞれでPDCAを回すことで、高い
モチベーションを持って働く「イキイキ社
員」を創出し、「生産性」を高めていくスパ
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イラルアップに挑んでいます。
なかでも「Work」では、業務効率化の
実現手段のひとつとしてRPAを積極活
用。従業員の作業負荷を減らし、創出し
た時間で、より創造性の高い仕事に取り
組む“ルーティンからクリエイティブへの変
革”をめざしています（図1）。

■「業務改善」の視点/

適用により効果が出やすい業務例

日立はRPAの導入に先立ち、現場の
業務を可視化して、「業務の棚卸し」を実
施しています。そもそも行わなくてもよい
業務、統合すればよい業務などを抽出し
たうえで、やるべき業務を標準化し、その
中からRPAで効果が出やすい業務の優
先度を検討・適用しています。
この方法論を踏まえた実例となるのが、

日立グループの人事・総務シェアードサービ

ス会社である株式会社日立マネジメント
パートナーが2016年から開始した「人事・
総務業務の定型作業自動化」プロジェクト
です。
同社は委託元の企業が200社を超えた

時点で現場の負荷が急増したため、トップ
ダウンでの自動化検討プロジェクトを発足
させました。そして日立グループ約25万人
に提供中の人事・総務業務の定型作業か
ら、データ量、対応の容易性、投資効果を
評価して約500業務の自動化対象を選定。
複数システムからデータを抽出・変換・加
工し、データウェアハウスへ渡すETL※3技
術とRPAツールを組み合わせ、業務品質
を担保しながら労働時間を月9,000時間※4

削減することに成功したのです。
※3 Extract（抽出）/Transform（変換）/Load（格納）

※4 2016年度比2018年度見通し

■「推進体制・実装」の視点/

企業全体での導入方法

一般的なRPAツールは、プログラミング
レスで容易にロボット開発が行えます。そ
のためユーザー部門がコンプライアンスや
セキュリティ対策などを考慮せず、独自に
ロボットを量産していくと、使われなくなった
まま放置されたり、管理者不在となり勝手
に動作したりするロボットが出てくるなど、
誰にも管理されない“野良ロボット”対策
が必要になります。
そこで日立では、ガイドラインの開示に

よるガバナンス推進とともに、全社のRPA
の集中管理が可能な共通プラットフォー
ムを整備しています。日立グループの各

図1 ルーティンからクリエイティブへの変革

大」といった視点を持った取り組みが求め
られています。
日立は、早くから国内でもRPAを導入し
てきた経験とノウハウを活かし、活用を成
功に導く方法論や、自社とお客さま企業へ
の導入実績を活かしたソリューション、
サービスを提供しています。
※2 Proof of Concept

RPAに対する
日立の取り組み

日立のRPA活用は、働き方改革の一
環として行われてきました。日立は働き方
改革に「Work」「Life」「Healthcare」
「Innovation」という観点で取り組んでお
り、それぞれでPDCAを回すことで、高い
モチベーションを持って働く「イキイキ社
員」を創出し、「生産性」を高めていくスパ

“作業負荷”を減らす
日立グループが取り組んできた働き方改革

ルーティンからクリエイティブへの変革

“作業負荷”を減らす
日立グループが取り組んできた働き方改革

ルーティンからクリエイティブへの変革

日立の取り組み
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（株）日立製作所 システム&サービスビジネス統括本部
http://www.hitachi.co.jp/ws_sol/

業務部門は、このプラットフォームにある自
部門の専用環境でロボットの開発・運用を
行っており、業務の効率化を実現していま
す。また、RPA導入リードタイムの短縮や、
適用範囲の拡大をねらいとして共通ナレッ
ジの共有化も進めており、さらなる効果拡
大をめざしています。
日立グループでは、社内での経験で
培ったノウハウを、外販事業に展開してお
り、株式会社 日立コンサルティングが提供
する「RPA活用コンサルティング」にて、製
造業などのお客さまに対しRPA全社導入
に先立つ部門業務の見直しやガバナンス
策定を支援しています。また、金融機関
のお客さまに対しては、RPAの適用効果
を最大化するための業務設計ならびに実
装を支援しているほか、全社集中管理型
RPA環境の基盤構築や、大規模なロボッ
ト実装の開発作業を支援しています。
日立グループでは、お客さまのRPA導
入において、適用業務の選定や業務設
計、全社導入計画の策定といった上流工
程から、環境構築やロボット開発、本番環
境への移行などの実装工程、さらには、ロ
ボットの安定稼働維持といった運用面ま
で、ワンストップでサポートしています。

■「自動化領域の拡大」の視点/

RPAの適用範囲を拡大する技術

日立では、定型作業の置き換えを中心
とした現状のRPA活用に加え、人の判断
もともなう非定型作業までの自動化をめざ
し、技術開発を進めています。その一例と
なるのが、日立の研究開発部門が開発

した技術を活用し、株式会社 日立情報
通信エンジニアリングが開発、製品化した
「AI活用帳票入力ソフトウェア」です。
これは、さまざまな様式の証票から
AI-OCRで文字情報を読み取りながら、こ
れまで人が申請者の入力情報と照合して
承認の判断を行っていた工程を段階的に
自動化する技術です。本技術では様式
の異なる複数の証票からも、必要とされる
文字情報を読み取り、人の判断が必要
だった照合をAI※5で行えるようにします。
判断できずに人による照合に回された

証票もAIの学習材料となり、確信度合いを
高め自動化率を向上することができます。
このソフトウェアで利用している技術を
日立グループの出納業務における請求書
のデータ化・照合処理で試験運用した結
果、約70%の承認自動化を実現しました
（図２）。
※5 Artificial Intelligence

デジタル技術の活用で、
さらなる生産性向上を支援

RPAは生産性向上やコスト削減、人手
不足の解消など、企業にさまざまなメリット
をもたらします。働き方改革をサポートする
良きパートナーとして、従業員の満足度を
高め、より多様な人財が働き続けられる魅
力的な職場環境の整備にも貢献します。
これからも日立は、RPAの活用を自ら実
践しながら技術とノウハウを蓄積し、お客さ
ま向けのソリューションやサービスの品ぞろ
えを強化していきます。
また、AIなどを活用した技術開発を推
進し、認識や判断など知的な処理を必要
とする業務の自動化に対してもRPAの適
用領域を広げていくことで、さらなる業務の
効率向上と生産性向上に取り組んでいき
ます。

お問い合わせ先・情報提供サイト

図2 出納業務における申請データ照合確認

フォーマットが異なる多数の帳票データの照合作業を効率化
AIを活用し、段階的に人の業務への関与度合いを減らしていく仕組み

RPA

申請データ

読み取り結果

照合結果

ユーザー部門
申請

ユーザー部門
申請

ダブルチェック、
ダブルエントリー

照合

照合

照合

低低

中中

高高

証票
スキャン

照合・確認

証票
テンプレートDB

証票
テンプレートDB

証票

履歴DB
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　製造・流通・通信など幅広い事業分
野のITソリューションに強みを持つ日立
ソリューションズは、2016年から全社的
な働き方改革を推進するなかで、煩雑
で単純な定型作業から社員を解放し、
業務量を最適化するため、RPA※1の導
入を決断。検討を重ねた結果、選ばれ
たツールが、RPAの海外ベンダービッグ
3のひとつ、米国A u t o m a t i o n  
Anywhere社のエンタープライズRPA
製品「Aut oma t i o n  Anywhe r e  
Enterpr ise」（以下、Automat ion 
Anywhere）でした。
　Automation Anywhereはグロー
バル企業1,400社、90か国以上で導入
されており、1社当たり100以上のロボッ
トを稼働させるなど、大規模導入に実績
があります。また、IT部門だけではなく、
ユーザー部門自らがロボットを開発でき
る「開発のしやすさ（開発生産性、メン
テナンス性）」、多様な自動化要件に応
える「対応システムの豊富さ（自動化対
象システム、自動化アーキテクチャ）」、ロ
ボットが増えても手間なく管理できる「管
理機能の充実（全社のロボットをサーバ
で集中管理）」といったポイントも高く評
価されています。
　 2 0 1 7 年 からA u t o m a t i o n  
A n y w h e r eを本格導入した日立
ソリューションズは、専任組織を設置し、
まず繰り返し作業が多く発生する人事・
総務・財務などの間接部門から活用を

開始。他の部門では、業務の棚卸しを
行い、残った定型業務を自動化する二
段構えで活用の輪を広げる一方、使用
に関するガイドライン、FAQなどを全社
員が共有・閲覧できるポータルサイトも
作成。RPA活用へのモチベーションを
高め、ユーザー自身での開発をきめ細
かく支援することで、109業務への適用
で2018年度上期に約5,000時間の業務
削減効果を実証しています。

　こうした自社導入の実績と、独自の運
用ノウハウを活かしてお客さまに提供し
ているのが「RPA業務自動化ソリュー
ション」です。本ソリューションは
Automation Anywhere社との強固
なパートナーシップのもと、専門のエンジ

ニア集団が、RPA導入に関するお客さ
まへの簡易診断からPoC支援、本格導
入、全社への適用までをトータルに支援
します。

　4種類の「GUI操作再現技術」を搭
載し、PCの画面操作を記録するだけ
でロボットを自動生成。575種類のコマ
ンドが用意されているため、プログラム
を書くことなく、マウス操作による処理
のカスタマイズや、ロボットどうしを連携
させた複雑な処理の自動化が可能で
す（図1）。

　Webアプリケーションだけでなく、
Windows®アプリケーションやERPな

自社の働き方改革で効果を実証した
「RPA業務自動化ソリューション」
株式会社日立ソリューションズ（以下、日立ソリューションズ）は、多様な働き方の実現や長時間労働の改善に貢
献する「ワークスタイル変革ソリューション」のサービスメニューとして、定型業務を自動化する「RPA業務自動化
ソリューション」を提供しています。自社導入による経験と効果検証のノウハウを活かし、お客さま自身でロボット
を開発し、現場の業務効率を容易にアップさせる環境をトータルに支援しています。

図1 効率的なロボット開発

※1 Robotic Process Automation

■容易にロボットを開発できる
　インタフェース 

■さまざまなルーチンワークや
　間接業務を自動化 

RPAの自社導入で
高い効果を検証

「RPA業務自動化
ソリューション」を提供

 

業務操作をレコーディングするだけで、ロボットのスクリプトを自動生成
この機能を利用することで、開発効率を向上

Bot Creatorの
レコード機能ON 画面操作を記録 ロボット完成エディタでIF文やLoop処理などの詳細な操作を追加・編集

ロボット開発の流れ

ドラッグ＆ドロップ、ダイアログ設定で容易に編集
575種類の関数が利用可能

 1行ずつ実行など本格的なテスト機能 

開発 テスト

コマンドツリー
上から1行ずつ処理

レコード時の画面キャプチャを表示

デバッグを有効にすると操作ボタンを表示

監視する変数を設定
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どのクライアントアプリケーション、さらに
はUNIX OSなどにも対応。さまざまな
業務システムを利用した、人の判断を
必要としない繰り返し業務を自動化で
きます。

　ロボットの稼働や進捗状況は、サー
バから統制管理されます。管理者はロ
ボットの稼働時間や金額換算をレポー
トで確認できるため、ROI※2や業務の
改善結果を容易に把握することができ
ます。

　Automation Anywhereの活用を
さらに活性化させるソリューションを
合わせて提供します。例えば、紙の
データをAI※3で自動処理する「活文 
Intelligent Data Extractor」との連
携により、紙書類をスキャンするだけで
データ抽出や登録、一連の業務プロセ
スの自動化をも実現するソリューション
などを用意。また、CRMとERPを統合
した「Microsoft DynamicsⓇ 365」と
の連携ソリューションの提供も検討して
います。

　RPAの全社導入に必要なノウハウを
提供する「RPA運用支援クラウドサー
ビス」も提供しています。本サービスは、
品質や実装のレベルにばらつきがある
ロボットが作られてしまうことを防止する
など、日立ソリューションズの実運用を通
じて最適化された「開発・運用ガイドラ
イン」をクラウド上のポータルサイトで提
供し、ロボット開発の標準化とガバナン
ス強化がスムーズに進められるように支
援します。
　充実した「FAQ」や「部品・サンプル」
「教育コンテンツ」も提供するほか、お客
さま自身で作成したガイドライン、社内で
稼働するロボットのモジュールも共有で

きるため、業務や環境に適したロボット
を、より効率的に開発・運用することが
可能となります。
　さらに、難易度の高いロボット開発や
トラブルなどについては、ポータルサイト
から日立ソリューションズのエンジニアに
直接問い合わせることができ、ヘルプデ
スク対応に負荷をかけず、コストを低減
しながら効率的に全社展開を推進可能
です（図2）。

　日立ソリューションズではこれからも、
お客さまの幅広い業務の生産性と品質
向上に貢献するRPA活用をサポートす
ることで、さまざまな業界の全社的な
ワークスタイル変革の推進をトータルに
支援していきます。

図2「RPA運用支援クラウドサービス」

※2 Return on Investment

※3 Artificial Intelligence

■全社のロボットを統制管理し、
　ROIの見える化を実現

■他のソリューションと連携し、
　さらなる生産性の向上を実現 

しんちょく

全社導入をトータルに支援する
「RPA運用支援クラウドサービス」

RPAを導入・運用するには、さまざまな準備が必要

1～2か月

各種ガイドライン作成 コンテンツ準備 RPA運用基盤準備 RPA運用
ロボット化/開発
テスト/ロボット仕様書…

RPA概要説明/FAQ
教育コンテンツ…

ロボットの管理・共有
掲示板/フォーラム…

ヘルプデスク体制の維持
FAQの更新/基盤の維持…

自社で
導入・運用

本サービス
利用

本サービスを利用することで、お客さまの作業負担が削減

本番開始前の「コンテンツ準備」「RPA運用基盤準備」
本番開始の「RPA運用」で作業削減

運用開始まで約1か月

運用開始まで3～6か月

1～2か月 1～2か月

本サービスで提供する
サンプルを参考に作成
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お問い合わせ先・情報提供サイト

（株）日立ソリューションズ
https://www.hitachi-solutions.co.jp/wsi/sp/rpa.html
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業界に先駆けた
RPA活用を推進
金融・製造・流通・公共など、幅広い

業種向けのITシステムを構築する一方
で、データセンター、コンタクトセンター、
全国約300か所のサービス拠点を活か
したシステム運用・監視・保守などでも
強みを持つのが日立システムズです。
長年にわたり、業務プロセスの改善

や自動化による業務と経営の効率化を
追求してきた日立システムズは、2013年
から業務の自動化をさらに加速する取り
組みとしてRPAの調査・研究に着手。
お客さまのITシステムの運用管理や
業務代行を担うデータセンター、コンタ
クトセンターの業務効率をRPAで向上
させる実証実験では、それまで手作業
だった営業バックオフィス部門の受注
入力作業時間を約1/3に短縮したほか、
入力ミスのない品質向上も実現しました。
また、長時間残業防止のためのフォロー
メール作成・送付や、調達業務における
アラートメールの送信といった他の業務
でも積極的にRPA活用を推進し、現在
までに月間3,0 0 0時間以上の新たな
労働力を創出しています。
これらの経験とノウハウをベースに、

2015年から提供を開始したのが、累計
150社を超えるお客さまへの導入実績
を誇る「定型業務自動化支援サービ
ス」です。

計画からツール選定、
運用保守までサポートする
「定型業務自動化支援サービス」

定型業務自動化支援サービスは、単に
RPAツールを提供するだけのサービス
ではありません。金融・製造・流通・公共
など、お客さま業務に精通したエンジ
ニアが、特定業務の効率化や働き方
改革の推進など、お客さまの目的や課題
を把握したうえで、導入計画の立案から
対象業務やツールの選定、PoC※3、本番
開発、運用保守までをワンストップかつ
トータルに支援します。
定型業務自動化支援サービスでは、

「BizRobo!」「UiPath」「WinActor」と
いった実績豊富なRPAツールを幅広く
提供するほか、帳票を高精度に読み取
るAI-OCR、専門的な表計算RPAや
データ連携RPA、AI※4を活用した
チャットボット、業務プロセス全体を管
理・改善するBPM※5などとの組み合わ
せも支援。人手作業に依存しているさま
ざまな業務を、高効率・高精度に自動
化することが可能です。
RPAの新規導入を検討するお客さま

だけでなく、「すでに稼働している
RPAツールの運用・保守に困っている」
「部門活用から全社活用へスケール
アップするにはどうしたらよいか」と
いったお客さまにも、適切なサービス
を提供します。

また定型業務自動化支援サービスは、
RPAの活用だけにとどまらず、業務システ
ムの改修や業務自体のBPOサービスの
提案までを行い、お客さま業務の全体最
適化を図りながら、真の課題解決へ導
くことを大きな目的としています。
※3 Proof of Concept
※4 Artificial Intelligence
※5 Business Process Management

経理業務に特化した
「経理自動運用シナリオ」
これまで手作業で行っていた定型的

な経理業務をRPAツールによって自動
化するのが「経理自動運用シナリオ」
です。会計システム「SuperStream-NX 
統合会計」のユーザー向けに、「会計
システムに販売管理システムから売り
上げデータを取り込む業務」や「取引先
ごとに管理している前渡し金の残高
明細作成業務」「外貨レートをシステム
に登録する作業」など、自動化によって
効率化できると想定される6業務を
対象に、準備作業や後処理の工程も
含めて業務を自動化します。
想定した業務内容は、RPAツールに

よってあらかじめ作り込んであるた
め、簡易な調整を行うだけで、利用を
開始することができます。経理自動運
用シナリオは、財務経理部門向けのコ
ンサルティングサービスを350社以上
に提供した実績を持つグローウィン・

RPA活用で新たな価値創造に貢献する
「定型業務自動化支援サービス」
株式会社日立システムズ（以下、日立システムズ）は、RPA※1の活用によって人手不足を解消し、働き方改革を支援
する「定型業務自動化支援サービス」を提供しています。お客さまの業種やニーズに合わせ、さまざまなRPAツールを
活用したサービスにより、すでに150社以上の豊富な導入実績を持っています。また、全国のサービス拠点、コンタク
トセンター、データセンターなど高品質のサービスインフラを活かしたBPO※2サービスまでを包括的に提供します。
※1 Robotic Process Automation　※2 Business Process Outsourcing
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パートナーズ株式会社の公認会計士
が作成しているため、整合性や正確
性、不正検知など、内部統制に欠かせ
ない不正やミスを防ぐ仕組みも盛り込
まれています。
RPAの導入効果を試算するサービス

も提供していますので、導入効果や
RPA導入にともなう業務変更を事前に
確認することが可能です。

自治体業務への
RPA適用も推進
日立システムズは、定型業務自動化

支援サービスの提供を通じて培った
経験とノウハウを、自治体業務の効率
化や住民サービス向上にも適用する
取り組みを推進しています。

例えば、日立システムズの「ADWORLD 
住民税システム」を導入している愛知県
一宮市の協力を得て、2018年7月から
8月にかけて市税業務にRPAを適用する
実証実験を実施しました。一宮市では
「特別徴収に係る給与取得者異動届出
書（異動届）」の入力業務において、年間
約1万8,000件のうち約8,000件が、毎年
3月中旬から6月に集中していたため、
この期間は職員を増員して対応して
いました。そこで本作業にADWORLD
住民税システムと連携したRPAを活用
した結果、職員による住民税システム
へのオンライン入力業務で、73.6％の
作業削減を達成。自治体業務でもRPA
が一定の効果を創出することが確認
されました。

今後、日立システムズは、一宮市での
実証実験を通じて得た知見やノウハウを
もとに、自治体業務全般に向けたRPA
導入支援サービスを提供していきます。

デジタライゼーションと
新たな価値創造に貢献
デジタルの力を活かした新たなビジネ

スモデルの創出や、経営の効率化、生活
の質の向上を図るデジタライゼーション
の潮流が押し寄せるなか、企業や自治体
では「自動化による本業への注力」と「人
間ならではの価値の創出」が大きなテー
マとなっています。日立システムズではこ
れからも、充実したRPAソリューションに
よって、お客さまのデジタライゼーション
と新たな価値創造に貢献していきます。

「定型業務自動化支援サービス」の概要

チェック押印
送付

または

書類作成
申請登録

書類作成
申請登録

書類作成
申請登録

お客さま

日立システムズ

お客さま

受付

書類処理型
ソフトウェアロボットによる自動化 ソフトウェアロボットによる自動化

外部委託にて実施

情報取得 チェック押印
送付 申請書類

受け取り

申請書類
受け取り

申請書類
受け取り

現
状
の
流
れ

Ｒ
Ｐ
Ａ

Ｂ
Ｐ
Ｏ

書類作成 作業完了登録
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お問い合わせ先・情報提供サイト

（株）日立システムズ
https://www.hitachi-systems.com/digitalization/service/teikei/
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風格のある家並みが残る鋳物と商業の町

旧南部鋳造所のキュポラと煙突
1924年建造。煙突は高さ14.5mのレンガ造り。鉄製のキュポラに
鉱物と燃料のコークスを入れて風を送り、鉱物を溶かしました

高岡古城公園（前田利長公像）
廃城となった高岡城ですが、水堀や土塁は残り、現在は公園となっ
ています。この像は、多くのブロンズ像が並ぶ本丸広場にあります

ココに注目

日立グループ事業所紹介

はいたっく    2019.2 はいたっく    2019.2

菅野家住宅
1900年高岡の大火の直後に再建され、同時期の建築と推定される土蔵造りの重厚な建物です。現在も住居として使
用されていますが、一部が一般公開されています

金屋町
前田利長が高岡城を築城する際、鋳物師を集めてできた町。現在も江戸時代から昭和初期に建てられた町家が立ち並
んでおり、漆喰（しっくい）壁や千本格子が美しい街並みを形成しています

日本遺産「加賀前田家ゆかりの町民文化が
花咲くまち高岡 ─人、技、心─」に認定され
ている富山県高岡市は、富山市に次ぐ県内
第2の都市で、加賀前田家二代当主前田利
長が礎を築きました。その後、城下町から
商業都市へと変貌をとげ、大いに発展しま
した。

国宝・瑞龍寺

26

今回訪れた富山県には日立アプライアンス株式会社 北陸支店があります。冷凍・空調機器の営業拠点と
して、空調設備製品、大型冷凍製品、低温設備製品などの製品販売、施工、サービスを通じたソリューショ
ンを提供しています。

http://www.hitachi-ap.co.jp/

前田利家の嫡男で加賀前田家二
代当主前田利長が、高岡に城を構え
たのは、若いころに見た山城（守山城）
からの眺めが、要塞として軍事的機能
を備えるとともに、水陸交通の要衝とし
て経済的な機能も備える理想の地と
考えたからです。その後男子がなかっ
たため養子の利常に家督を譲りました
が、隠居していた富山城が焼失したた
め、1609年新たに高岡城を築城しまし
た。しかし、その5年後に利長が死去し
たことと、徳川幕府による一国一城令
により廃城となったのです。

三代当主となった利常は利長の異

母弟で、加賀百二十万石の家督を譲
り受けたことに深く恩義を感じていまし
た。そこで、高岡をひらいた利長の意
思を尊重し、麻布の集散地としたり、城
跡内に米蔵と塩蔵を設置したりするな
ど、商業都市への転換策を積極的に
講じます。その結果、この地は商都とし
て新たな道を歩み始めました。

また、利長の菩提を弔うため、壮大
な伽藍を持つ国宝・瑞龍寺や、総面積
1万坪と近世大名の個人墓所としては
破格の規模を誇る利長の墓所を建
立。利長の遺徳をしのぶとともに、町の
繁栄を願いました。

伝統的な町家が多く残る山町筋の
中で、ひときわ立派な建物が国指定・
重要文化財の「菅野家住宅」です。菅
野家は、高岡の政財界をリードした名
家。特に壮麗な仏壇は圧巻で、仏壇が
立派なことが有名な富山県でも、屈指
といえるでしょう。

高岡市は、商人の町であると同時に
職人の町としても繁栄しました。とりわ
け発展したのが、前田利長が高岡の
町をひらくにあたり鋳物師を招いたこと
が始まりといわれる鋳物の製造です。
その伝統を今に伝える一軒「鋳物工
房利三郎」は、工房見学をはじめオリ
ジナルの模様を付けた風鈴や箸置き
などを作る鋳物体験も可能です。

同店がある金屋町は鋳物師町とも
呼ばれ、重要伝統的建造物群保存地
区に指定されています。その中に近代
化の歴史を示す遺構として、旧南部鋳
造所のキュポラ（溶解炉）と煙突が

鋳物工房利三郎

残っています。金屋町をはじめ、市内に
は銅像が多く設置され、それらを見て
歩くだけでも楽しめます。高岡駅前に
は、高岡市出身の漫画家 藤子・F・不
二雄の代表作「ドラえもん」の銅像も。
おなじみの登場人物たちが遊んでい
る姿にほっこりする人も多いはずです。

ぼだい

ずいりゅうじ

やまちょうすじ

い も じ ち ょうす が の け

中尾清月堂のどら焼き「清月」は、大きくてふ
かふかの生地が人気。餡は、小豆、白小豆、抹
茶の三種類。夏は冷凍どら焼きも。

9 10
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旧南部鋳造所のキュポラと煙突
1924年建造。煙突は高さ14.5mのレンガ造り。鉄製のキュポラに
鉱物と燃料のコークスを入れて風を送り、鉱物を溶かしました

高岡古城公園（前田利長公像）
廃城となった高岡城ですが、水堀や土塁は残り、現在は公園となっ
ています。この像は、多くのブロンズ像が並ぶ本丸広場にあります

ココに注目

日立グループ事業所紹介

はいたっく    2019.2

菅野家住宅
1900年高岡の大火の直後に再建され、同時期の建築と推定される土蔵造りの重厚な建物です。現在も住居として使
用されていますが、一部が一般公開されています

金屋町
前田利長が高岡城を築城する際、鋳物師を集めてできた町。現在も江戸時代から昭和初期に建てられた町家が立ち並
んでおり、漆喰（しっくい）壁や千本格子が美しい街並みを形成しています

今回訪れた富山県には日立アプライアンス株式会社 北陸支店があります。冷凍・空調機器の営業拠点と
して、空調設備製品、大型冷凍製品、低温設備製品などの製品販売、施工、サービスを通じたソリューショ
ンを提供しています。

http://www.hitachi-ap.co.jp/

高岡市は、商人の町であると同時に
職人の町としても繁栄しました。とりわ
け発展したのが、前田利長が高岡の
町をひらくにあたり鋳物師を招いたこと
が始まりといわれる鋳物の製造です。
その伝統を今に伝える一軒「鋳物工
房利三郎」は、工房見学をはじめオリ
ジナルの模様を付けた風鈴や箸置き
などを作る鋳物体験も可能です。
同店がある金屋町は鋳物師町とも
呼ばれ、重要伝統的建造物群保存地
区に指定されています。その中に近代
化の歴史を示す遺構として、旧南部鋳
造所のキュポラ（溶解炉）と煙突が

残っています。金屋町をはじめ、市内に
は銅像が多く設置され、それらを見て
歩くだけでも楽しめます。高岡駅前に
は、高岡市出身の漫画家 藤子・F・不
二雄の代表作「ドラえもん」の銅像も。
おなじみの登場人物たちが遊んでい
る姿にほっこりする人も多いはずです。

いもじ ちょう

中尾清月堂のどら焼き「清月」は、大きくてふ
かふかの生地が人気。餡は、小豆、白小豆、抹
茶の三種類。夏は冷凍どら焼きも。
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お客さまの声から未来を予測する

「感性分析サービス」
SNS※1や口コミ情報などのソーシャルメディアが、企業イメージや商品・サービスのリアルな評価に直結する時
代となっています。そこで日立は、ソーシャルメディアやマスメディアの情報、アンケートやコールセンターの会話
記録などから、消費者の声や感情を高精度に可視化し、業務情報と組み合わせて分析することで、売り上げ予
測や生産計画、リスク対策などさまざまな企業活動に活用できる「感性分析サービス」の提供を開始しました。

　いま多くの企業では、メディアの情報

や個人のブログ・口コミ情報などを活

用し、消費者の声を企業活動に活かし

たいというニーズが高まっています。

　しかし、情報収集のチャネルが拡大し

たことで、人手で既存のマスメディアも含

めた膨大な情報を確認するのは、ほぼ

不可能に近い状況にあります。また、テ

キストデータの分析精度を高めるには、

言葉の変化や流行に応じた類義語・同

義語辞書などのメンテナンスや、分析に

必要なデータを正確に絞り込み、感情や

意図といった、文字には表れない“行間

を読む”技術なども必要となります。

　そこで日立は、テキスト化されたメ

ディア情報などから企業や商品に対し

て抱かれている感情を高精度かつ自

動的に分類できる「感性分析サービ

ス」の提供を開始しました。

　本サービスは、株式会社 言語理解

研究所（Institute of Language 

Understanding Inc./以下、ILU）の感

性分析AI※2であるABスクエア®を活用

し、本田技研工業株式会社と共同開発

したもので、分析に必要なデータを高精

度に絞り込むフィルタリング技術を日立

が新たに開発し、ILUのAIとともにサー

ビスの中核技術に適用しています。

　テキストデータを約1,300種類の話

題・感情・意図に分類できるAI技術を

適用。「好意的」「中立」「悪意的」の3

大分類と、さらに細分化した全81種類

の中から「満足」「落胆」といった感情

を特定できるなど、高精度な感性分析

を実現します。辞書データベースは7.6

万種類の単語知識と400億パターン

以上の意味共起※3知識の組み合わ

せから構成しているため、文章に込め

られた感情や意図など、文字では読

み取れない間接的な意味も高い精度

で理解できます。

　ソーシャルメディアなどでは頻繁に新

しい言葉が登場するため、類義語や

同義語の辞書更新が欠かせません。

そこで、収集したデータから関連性の

高い単語や専門用語を機械学習し、

フィルタリング辞書の絞り込み条件を自

動更新する仕組みを提供します。これ

により、煩雑な辞書メンテナンスの負荷

を抑えながら、絞り込み精度の維持・

向上を実現します。

　感性に関する情報だけでなく、単語

間の関係性を示す情報もタグ付けする

ことで、単語一致ではなく話題一致で

検索することができます。例えば、原文

に「ホームラン」という記載があると「野

球」のカテゴリに分類するため、「野球」

で絞り込んだ場合は原文に「野球」と

※1 Social Networking Service

※2 Artificial Intelligence

※3 1つの文章中に、ある単語とある単語が同時に出
現すること。例えば、選挙に関する話題の中では、
「選挙」という言葉と「出馬」という言葉などは同時
に出現する場合が比較的多い

「感性分析サービス」の画面イメージ

 

「感性分析サービス」の特長

消費者の声や感情を可視化し、
未来につながるプランニングを支援

■辞書メンテナンスの負荷軽減

■気づきを得やすい検索ビューア

■高精度な感性分析を実現

Solution

All Rights Reserved,Copyright ©2019,Hitachi,Ltd.



12はいたっく    2019.2

記載がなくても、「野球」に分類された

一連の情報を検索結果に表示します。

　また、業務情報と組み合わせた分析

やインタラクティブな操作性により、新た

な気づきを得やすい画面を提供。新た

なアイデア創出や議論の広がりを支援

します。

　ソーシャルメディアのリアルタイムデー

タの収集、新聞・TVなどの外部データ

連携、分析、可視化、運用保守までを

日立がトータルでサポート。お客さまの

運用負担なく、企業や商品に対して抱

かれる感情を迅速かつ精緻に分析す

ることが可能です。

　業務システムとの連携も可能なた

め、消費者の声を拡販計画や売り上げ

予測などにつなげられるほか、ネガティ

ブな感情の拡大を自動検知・報告する

機能により、リスク対策のためのツール

としても利用できます。企業の多岐にわ

たる業務への活用が可能です。

　商品の機能や性能などの業務情報

と、ソーシャルメディアの情報を組み合

わせて感性分析することで、商品に対

する不満の声から改善すべき点が明

確になります。ニーズを深くとらえた商

品企画を行うことで、売り上げ拡大と機

会損失低減に貢献します。

　需要予測に必要な業務情報（前年度

の売り上げ実績、商品Webサイトへのア

クセス数など）とソーシャルメディアの情

報を組み合わせて感性分析することで、

消費者の声を反映した需要予測を実

現。生産計画の精度向上や、欠品待ち

による機会損失低減などに貢献します。

　商品に対するネガティブな感情の拡

大やリスクワードの発生を事前に検知

できます。商品の不具合が引き起こす

事故の防止やリコール発表など、リスク

対策を迅速に実施でき、ブランドイメー

ジ向上に貢献します。

　勤怠などの業務情報と、従業員アン

ケートを組み合わせて感性分析するこ

とで、従業員の感情と現場で起きている

問題をそれぞれ分類して可視化できま

す。改善点を抽出して現場に即した施

策を立案することで、働き方改革の促進

と従業員の満足度向上に貢献します。

　企業のグローバル展開と市場拡大

にともない、海外の消費者の声も企業

活動に活かす必要性が高まっていま

す。日立は今後、「感性分析サービス」

の対象を英語圏やアジア圏にも拡大

し、より多様なお客さまニーズに対応し

ていきます。

お問い合わせ先・情報提供サイト

（株）日立製作所 アプリケーションサービス事業部
http://www.hitachi.co.jp/sentiment-analysis/

「感性分析サービス」の概要

さまざまな用途に活用可能

■サービス活用をトータルにサポート

活用例1

ニーズを深くとらえた商品企画

活用例2

生産計画の精度向上

活用例3

迅速なリスク対策

活用例4

働き方改革の促進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データマート  

  
 

 
 

Web 

Media 

その他

 

 

 

 

 

 

 

 
 

収集 データ蓄積／分析 可視化

外部データ データカタログ

処理／分析

Analysis Viewer

Instagram

Facebook

Twitter
　　　　etc.

新聞/雑誌

TV

アンケート
お客さま相談
（音声）
販促メモ
　　　　　etc.

業種別加工
データ 業種別のテンプレート

による可視化

他システム連携  

 
 

 

業務データ

業務データ連携
（製品発表スケジュー
ル販売情報、リコール
情報、etc.）

データレイク  

 
オリジナルデータ
構造化データ

不要データ除去
 

フィルタリング

業種別タグ付与
 

業種別データ付与 

 

 
 

　  

感性分析AI（ABスクエア®）

感性情報、リスク情報のタグ
付け（満足、要望、落胆など
81種類の感情に分類）

感性分析サービス
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保険会社向け医療ビッグデータ分析ソリューション

「Risk Simulator for Insurance」
日本の保険業界では、医療ビッグデータとデジタルテクノロジーを活用したイノベーションが進展しています。そこで
日立は、生活習慣病に起因する将来の入院リスクを予測する医療ビッグデータ分析ソリューション「Risk 
Simulator for Insurance」を開発。分析データや分析ノウハウをお客さま自身が用意しなくても、引受基準の
妥当性検証や多様な商品開発の検討に、入院リスク予測AI※1を適用することが可能です。

　生命保険会社では一般的に、保険

の申し込みに対して加入希望者の告

知情報や健康診断結果などを使って

引受可否の査定を行っています。生命

保険は、多くの人々が保険料を出し

合って公平に保障し合う制度のため、

持病のある人や将来の入院リスクが

極めて高い人などの加入を数多く認め

てしまうと、保険制度の維持が困難に

なってしまうからです。

　そのため生命保険会社ごとに厳密

な引受基準が設けられていますが、

少子高齢化といった社会環境の変化

や、民間保険の社会的使命を全うす

るなどの理由から、より多くの人々が

保険に加入できるよう、従来の引受基

準の精緻な検証や医療ビッグデータ

を活用した新たな保険商品を開発し

たいといったニーズが生命保険会社

では高まっています。

　しかし、医療ビッグデータから有

効な分析結果を導き出すためには、

健康・医療に関する医学的知見に

加え、AIなどのデジタル技術やデー

タ分析に関するノウハウ・技術が必

要となるなど、リソースやコスト面で

高いハードルが立ちはだかっていま

した。

　日立は2014年、日立健康保険組合が

保有する約11万人の健康診断結果や

レセプト（診療報酬明細書）データをもと

に、医療費予測技術※2を開発。組合員

の健康改善や医療費抑制に向けた保

健指導に活用するなど、高度な医療

データ分析ノウハウを蓄積してきました。

　また2016年からは第一生命保険株

式会社との共同研究を開始し、同社が

蓄積してきた約1,000万人の医療ビッグ

データをもとに、両社の技術や知見を

組み合わせ、「生活習慣病に起因する

入院の可能性とその日数」を予測する

定量評価モデル（入院日数の予測誤

差が5％以内）を開発するなど、生命保

険分野への医療ビッグデータ分析の

適用を推進しています。

　これらのノウハウを活かして開発した

のが、医療ビッグデータ分析ソリューショ

ン「Risk Simulator for Insurance」で

す。本ソリューションでは、機械学習と回

帰分析を組み合わせた独自のAIを活

用し、健康診断での各種検査数値や

生活習慣・服薬に関する問診項目、一

般的な生命保険の加入時に必要な過

去の既往症に関する告知事項など、

200を超える要因を組み合わせ、8大生

活習慣病※3による入院の可能性とその

日数を予測します。また、標準状態とし

て任意に指定する健康状態とのリスク

を比較することも可能です。

　分析結果の推定理由や根拠を説明

できるモデル構造のため、引受基準にお

ける指数の調整や査定条件の見直しな

どをオープンに検討できる材料となります。

　通常生命保険会社は、加入時点で

取得した健康状態に関する情報と、保

険金支払いに関する情報を保有して

います。しかし、保険加入後支払いが

発生するまでには数年～十数年の時

間が経過しており、契約期間中に定期

的に加入者の健康状態についてデー

タを取得していないことから、支払いに

至るまでの健康状態の変化や、支払い

につながったリスク要因の細かい分析

が難しい状態にあります。

　これに対してRisk Simulator for 

Insuranceは、健康保険組合が持つ

複数年分の健診・レセプトデータを用

※1 Artificial Intelligence

※2 日立が、日立健康保険組合と共同開発した生活習
慣病の発症率と医療費総額を予測する技術。本
技術の開発にあたっては、レセプトや特定健康診
断のデータを、個人を特定できないよう匿名化した
うえで活用しています

※3 糖尿病、脳血管疾患、腎疾患、心血管疾患、高血
圧性疾患、膵（すい）疾患、肝疾患、悪性新生物

 

生命保険の基準改定を支援 8大生活習慣病による
入院リスクを予測

■保険バイアスのない公的医療デー
タによる分析

Risk Simulator for 
Insuranceの提供価値

Solution
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いた分析モデルを活用しているため、

生命保険会社がこれまで蓄積してきた

データのみでは得られなかった知見の

獲得を支援します。

　医療データの分析を行うためには、

データ購入費や分析委託費、自社内

でのデータサイエンティストの育成・獲

得、分析アプローチや仕様の検討、シ

ステム実装など多大なコストがかかりま

す。Risk Simulator for Insurance

は、こうした投資を抑えながら、検査値

や生活習慣、服薬・既往歴などの情報

を設定するだけで迅速に分析結果を

算出できます。お客さまはコストを圧縮

し、業務への活用方法や新たな商品

開発の検討に多くの時間を費やすこと

が可能となります。

　生命保険業界では引受可否の査定

において、過去の既往症情報も査定項

目として扱います。一般的なリスク分析

サービスは健診数値のみを用いて行わ

れますが、Risk  S imu l a t o r  f o r  

Insuranceでは健診数値に加え、既往

症情報を用いて分析を行うため、精緻

な予測が行えます。また、一般的にブ

ラックボックス化されている予測過程も、

モデル構造が開示可能なため、リスクに

対する要因分析も行うことが可能です。

　Risk Simulator for Insuranceは、

生命保険会社のお客さまだけでなく、

健康保険組合における保健指導や、

健康増進産業による疾病予防サービ

スの創出といった、ヘルスケア関連産

業においてもさまざまな分野での利用

が可能です。

　今後は対象疾病の拡大や、手術お

よび医療費予測といったシミュレーショ

ン範囲の拡充も予定しています。日立

はRisk Simulator for Insurance

の継続的な機能強化によって、より健

康で快適な社会の実現を支援して

いきます。 

お問い合わせ先・情報提供サイト

（株）日立製作所 金融ビジネスユニット
http://www.hitachi.co.jp/RiskSimulator-for-Insurance/

「Risk Simulator for Insurance」の概要

ヘルスケア関連産業でも
幅広く活用可能

■低コストで、容易かつ迅速に
分析結果を算出

■過去の既往症情報も活用し、
入院リスクを精緻に予測

アウトプット

疾病別の
入院発生
リスク

1

8大生活習慣病
による

入院日数期待値

2

任意の
健康状態との
リスク比較

3

禁煙
飲酒
運動

生活習慣

XX病入院歴
YY病入院歴
ZZ病受診歴

既往歴

性別
年齢
糖代謝
肝機能
中性脂肪

属性・検査値

金融ソリューション
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お客さまのデータをAIで分析し、経営課題を解決する

「Hitachi Digital Solution for Retail」
販売チャネルや消費者ニーズの多様化・複雑化が進む小売・流通業では、膨大なデータを蓄積・分析するため
の環境や人財が不足しているため、最適な施策が立案できない状況にあります。そこで日立は、お客さまデータ
の分析をAI※1と専門家がお客さまに代わって実施し、データドリブン経営を支援する「Hitachi Digital 
Solution for Retail」を提供します。

　さまざまな業界でデジタルイノベー

ションが加速するなか、小売・流通業の

お客さまからも、「保有するデータを分

析し、経営に活かしたい」というニーズ

が増えています。

　しかし、膨大なデータを蓄積・分析

するにはどのようなツールや基盤が必

要なのか、専門知識を持った人財をど

う確保するのかといった課題があるた

め、実際にデータ分析から有効なナ

レッジを蓄積・活用するまでには、膨大

な時間がかかってしまいます。

　そこで日立は、小売・流通業の多様

な業務向けソリューションの開発で積

み重ねてきた実績を活かし、経験豊富

なAI適用推進チームが分析ツールを

活用し、お客さまの課題を迅速に解決

する「Hitachi Digital Solution for 

Retail」の提供を開始しました。

　本サービスでは、お客さまが設定し

たKPI※2の分析に必要な業務データ

（ID-POSデータ※3、顧客情報、商品情

報など）やIoT※4データ（人、設備な

ど）、オープンデータ（商圏、気象など）

を、日立が持つデータ基盤に蓄積。これ

らを日立のデータサイエンティストがAI

を活用して分析することにより、これま

でみえていなかったデータ間の新たな

相関関係や、KPIを最適化する新たな

施策を導き出し、お客さまに提案しま

す。そして、お客さまによる施策の実施

後に結果を検証し、継続的に精度や

効果の向上を図っていきます。

　Hitachi Digital Solution for Retail

を活用することで、お客さまはデータ基

盤やデータサイエンティストを自社で保

有せずに、実効性のある戦略の検討

や、新商品・サービス開発といったコア

業務に注力したデータドリブン経営を加

速することが可能です。

　将来的には、Hitach i  D ig i ta l  

Solution for Retailによって、サプライ

ヤー/メーカー/卸・商社/小売り、そして

消費者の購買データなどを統合的に

管理することで、バリューチェーンの各

業務領域でのAI活用を支援し、創出

効果を最大化していきます（図1）。

　お客さまの業務やKPIに合わせて迅

速に分析・施策提案を行うためのサー

ビスメニューも提供しています。現在は

「販促施策の最適化」「出店計画最適

化」「店舗発注最適化」「商品需要予

測」「商品構成最適化」「配送ルート最

適化」「倉庫業務効率化」などをライン

アップ（今後提供予定のメニューも含

む）。これからも、AIサービスメニューを

順次拡大していきます（図2）。

　今回はその中から3つのメニューを紹

介します。

　売り場利益の最大化は小売業にとって

大きな課題のひとつです。そこで過去の

※1 Artificial Intelligence

※2 Key Performance Indicator
※3 消費者のIDに基づいた販売時点管理情報
※4 Internet of Things

図1 データを起点に経営課題を解決

■発注業務の省力化と在庫最適化を
　実現する「店舗発注最適化」

 

さまざまな業務活用支援
サービスを用意

データドリブン経営の
加速をめざして
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日立のAI適用推進チーム
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Solution
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実績データから、特売、イベント、ポイント還

元、曜日・季節変動などのコーザルデー

タ※5を生成し、AIの高精度予測によって

在庫量も勘案した日々 の発注推奨量を提

示します。購買意欲を高める売り場づくり

や、CSV連携による自動発注にも対応し、

発注業務の負担を軽減しながら、在庫最

適化と売り場利益の最大化を支援します。

　配送計画の立案は熟練者の経験に

頼るケースが多く、複雑化する条件を

満たす適切な配送の実施が困難にな

りつつあります。そこで配送実務で重

要な条件（納品日時、物流センター・拠

点位置、走行ルート・時間、渋滞、積み

荷・滞店時間、車格、ドライバー特性な

ど）をAIで分析し、熟練者のノウハウも

取り入れた配送計画を自動立案アルゴ

リズムで生成。データ収集にIoTを活用

しながらAIによって計画の精度を継続

的に高める一方、ダッシュボードでKPI

の可視化も実現します。

　これまで倉庫業務は、熟練者が長

年の経験やノウハウをもとに、在庫配置

を変更するなどして作業の効率化を

図ってきました。しかし近年の労働力不

足と物量の増加により、効率化策にも

限界がみえています。そこでAIを活用

してピッキング作業時間に影響する要

因を抽出し、倉庫内の商品配置を最

適化することで、ピッキング作業時間の

短縮を継続的に支援。熟練者をより創

造的な業務にシフトするなど、働き方改

革にも貢献します。

　今後も日立はHitach i  D ig i ta l  

Solution for Retailの機能強化を進め

るとともに、サプライチェーンや他業種と

の連携も視野に入れたサービスライン

アップの拡充を図り、より多くの業種を

データで結んだデータドリブンなサプライ

チェーンで、企業や消費者に新たな価

値を提供していきます。

　なお、Hitachi Digital Solution for Retailは
2019年3月5日（火）～8日（金）に東京ビッグサイ
トで開催される「リテールテックJAPAN 2019」
日立グループブースに出展します。皆さまのご
来場を心よりお待ち申し上げております。

お問い合わせ先・情報提供サイト

（株）日立製作所 産業・流通ビジネスユニット
http://www.hitachi.co.jp/hdsfr/

図2 「Hitachi Digital Solution for Retail」成長ロードマップ

■熟練者に依存せず適切な配送計画
　を立案する「配送ルート最適化」

■商品配置の最適化で作業時間を
　短縮する「倉庫業務効率化」※5 販売に影響を与える要因情報

データでつながるデータドリブンな
サプライチェーン

O2O：Online to Offline

ケース

業務 小売 物流 健康卸 製造 金融

 
 

調達

 

業務データ

周辺データ

行動データ  

ホーム広告モビリティ

他業種連携

  

顧客・業種ごとに同様の情報を取得

消費者接点
（データソース）

 
 

  
 

 

イ
ン
プ
ッ
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Hitachi
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需要
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最適化
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広告配信
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在庫情報 
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回遊情報 

景気情報 

位置情報 

地図情報 交通情報 

導線情報 反応情報 感情情報 

街（センサー／アプリ）

サプライチェーン最適化領域

AIサービスメニューの拡大説明・提案可能なサービスメニュー

店内（ID-POS／店内カメラ／アプリ） 家（ウェアラブル／IoT家電）

デジタル
ソリューション
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Topics

お問い合わせ先・情報提供サイト

（株）日立製作所 セキュリティ事業統括本部
http://www.hitachi.co.jp/products/it/security/solution/securitycontrol/

制御システムのUSB不正接続を排除する
USB管理ソリューション「NX UsbMonitor」

※ Operational Technology

「NX UsbMonitor」の概要
 

システム改修の必要性がない対策を提供

　社会インフラシステムへのサイバー攻撃のリスクが高まる
とともに、その攻撃手法も高度化・複雑化しています。OT※

システムにもITシステムと同様のセキュリティ対策を施す必
要がありますが、システム停止や稼働検証の手間が容易
ではないため、システム改修をともなわない対策が求められ
ています。
　そこで日立は、制御システムでのUSBメモリの不正使用
によるセキュリティインシデントの発生を防止する、USB管
理ソリューション「NX UsbMonitor」を提供しています。

　NX UsbMonitorは、制御装置や端末などにソフトウェ
アのインストールを必要とせず、USB接続管理装置を物理
的に取り付けるだけで、不正なUSBメモリの接続を遮断で
きるソリューションです。動作検証作業が不要のため、導入
期間やコストを低減することができます。
　制御システム向けの専用OSや専用ソフトウェアが対応し
ていない古いOSでも使用できる点が、一般的なソフトウェア
によるUSB管理対策にはない、大きな特長です。

「NX UsbMonitor」の主な特長

　未登録のUSBメモリを接続しても、NX UsbMonitorが
排除して使わせません。不正USBメモリ経由のウィルス感
染や情報漏えいを防止します。

●取り外し防止機構で使用中のUSBデバイスを固定
　使用中のUSBデバイス/USBポートを固定し、抜き換えを
防止。空いたUSBポートでも不正なUSBメモリを使用させま
せん。また、特殊USBメモリを接続していないと、キーボード・

マウスを接続できない設定にできるため、無人設備であっても
勝手な操作を許さず、セキュリティ対策を一段と強化します。

●「NX UsbMonitor/Manager」で一括管理
　USB接続管理装置の動作状況やUSBデバイスの使用
状況を一括管理できる「NX UsbMonitor/Manager」を提
供。USBメモリの接続可否を判断するホワイトリストの登録・
更新や、接続ログの収集・蓄積・管理をネットワーク経由で
一元化でき、制御システムの現場で広範囲にわたって設置
されている装置群の運用工数の削減が可能です。

接続可 排除

登録済のUSBデバイス 未登録のUSBデバイス

●USBポートに接続される機器を制限し、
　未登録のUSBメモリを排除

セキュリティ
管理者

USB接続管理
マネージャー

NX UsbMonitor/
Manager

特殊USBメモリ

USB接続管理装置

ホワイトリスト・接続ログ

LAN接続

USB接続

USB接続管理装置の動作状況や
USBデバイスの使用状況を一括管理

USB接続管理マネージャー画面
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膨大な通話録音データを自動でテキスト変換し、お客さま
への応対品質向上と通話モニタリングの効率化を支援

●本誌記載の内容について
社外からの寄稿や発言は、必ずしも当社の見解を示しているわけではありません。
画面表示をはじめ、製品仕様は改良のため変更することがあります。

●本誌記載の他社登録商標
※ Automation Anywhere Enterprise、Automation Anywhereは、Automation Anywhere, Inc.の米国
およびその他の国における登録商標または商標です。

※ Windows、Microsoft、Microsoft Dynamics 365は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他
の国における登録商標または商標です。

※ UNIXは、The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
※ ABスクエアは、株式会社言語理解研究所(ILU)の登録商標であり、感性情報分析SaaSサービスです。
※ Instagramは、米国Instagram, LLC社の米国またはその他の国における商標または登録商標です。

2018/12/11 ～ 2019/1/10の中から

ニュースリリースの一覧はこちらからご覧いただけます
http://www.hitachi.co.jp/products/it/portal/news/

野村證券の営業店・本社で利用する
電話機約26,000台分の通話録音データを対象にした
大規模音声テキスト化システムを構築
（12/18発表）

Information1

「Hitachi Virtual Storage Platform ファミリー」のミッドレンジモデルが
日刊工業新聞社の第61回 （2018年）「十大新製品賞 本賞」を受賞
　「Hitachi Virtual Storage Platformファミリー」のミッドレンジモデルが、株式
会社日刊工業新聞社の第61回（2018年）「十大新製品賞 本賞」を受賞しました。
　今回の受賞では、近年、活用が進んでいる深層学習などをはじめとするAI
（人工知能）技術の利活用に向け、多様で膨大なデータを、高信頼かつ安価に
蓄積し、用途に応じて適切に処理することが実現できる点が高い評価を得まし
た。また、これにより、新たなビジネス価値の創出に貢献する点も評価されました。

※ Facebookは、米国Facebook, Inc社の米国またはその他の国における商標または登録商標です。
※ Twitterは、米国Twitter, Inc社の米国またはその他の国における商標または登録商標です。
※ その他本誌記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。

Information 2

　来る3月5日（火）から8日（金）の4日間、東京ビッグサイトで第35回流通情報
システム総合展「リテールテックJAPAN 2019」が開催されます。
　日立グループは、現場の人手不足や、目まぐるしく変わる消費者ニーズへの対
応など煩雑化する課題に対し、ITやOT（Operational Technology）で集めた
デジタルデータをAIなどを活用することで解決に導く各種ソリューション、サービス
を展示・ステージにて紹介します。　
　皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひ日立グループブースにご来場ください。

http://www.hitachi.co.jp/rtj/詳しくはこちら

会期：2019年3月5日（火）～8日（金）10:00～17:00［最終日のみ16:30］
会場：東京ビッグサイト［東１・２・３ホール］
主催：日本経済新聞社

開催概要

Hitachi Virtual Storage Platform F900

Hitachi Virtual Storage Platform G130

All Rights Reserved,Copyright ©2019,Hitachi,Ltd.



写真家  富井 義夫
■Facebook　随時更新中
　http://photo1.jp/facebook/

表紙写真「壁紙プレゼント」
「はいたっく誌情報提供サイト」にて表紙
の写真を壁紙としてプレゼントしています。
詳しくは目次のページをご覧ください。

厚い城壁と古くて美しい石畳の道が残るケ
ベックは、17世紀初めにフランス人入植者が
築いた北米唯一の城塞都市。いまも市民の
約95パーセントはフランス語を話す。北米に
ありながらフランス中世都市の風情を色濃く
漂わせている異色の街だ。
ケベックの地名は「狭い水路」を意味する先住
民の言葉に由来するといわれ、近くをセント・
ローレンス川が悠々と流れている。冬には川
に流氷が流れ着いて、フェリーは氷をかき分け
ながら往来する。大自然の懐に抱かれたカナ
ダならではの冬の情景と「北米のフランス」の
しっとりとした街並みの調和が、鮮やかなワン
シーンを生み出していた。

表紙のことば
流氷とケベック旧市街の街並み
（カナダ）
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